













































































段を三種 分類する考え方を提示したのが一九五三年のことであるから、遡ること約五 年、明治期には既に現行章段区分への一つの転換があったことが指摘できる である。逆に、池田氏の提唱以後 それ以前よりも目に見えて章段区分が細分化したかというと、その変化は章段数の上 顕著に現れているとは言い難い
（７）
。池田氏の画期的な提唱は章段区分操作に







簡潔に述べると、 「山は」 「すさまじきもの」といった題目から次の題目の直前までの記述を一つの〈段〉として捉えているのである。更に〈段〉の内容を分割 る際には〈節〉う言葉で表し、 〈節〉の更に下部には〈章〉という区分を設けてい
る（８）
。一方、 『枕草子抄』とほぼ同時期に成立した註釈
書である『春曙抄』は、流布本とも呼ばれ後世の『枕草子』研究に多大な 影響を及ぼしているも の、章段区分につては、注目すべき点はほとんどない。 『枕草子抄』のような体系的区分を行っておらず、改行・付注・合点など区 の提示も一貫性が指摘できるほどには整理されていないのである。また『枕草子抄』では〈段〉 〈節〉 〈章〉と上位下位の別を明確に区分していたところ、 『春曙抄』で 上下の別を意識しながらも明確な区別 なく、 という語を頻用す など混乱を来す箇所が複数確認できる。沼尻氏は池田氏 提唱以前の章段区分に上下の別が意識されていたこ を、 『枕草子抄』を初めとして明治・大正期ま 指摘で 述べた しかし『春曙抄』には既に、一律に〈段〉とい 区分のみ 分かつという現行章段区分の様相への転換の兆しが現れて たのである。
こうした一律の区分への転換は、池田氏の提唱を待たずし
て、明治期・大正期の註釈書諸本 おいてほぼ完了するいってよい。最も早く二八六段 いう章段数の設定を行った『標註』は、 〈段〉のみで区分した点やその区分箇所において
も現在の章段区分と非常に近しい区分が施されている。ただし本書は著者がどのような考えのもと章段設定を行ったのか明らかではなく、 『枕草子』の註釈書 してもさほどの影響力を持っていたとは言えないであろう。明治期の註釈書で取り上げるべき書として 詳解』が挙げられるが、本書は章段数や区分の明確な提示はない。目次に四五六 見出しを挙げてい 点は注目に値するが、現行章段区分への変遷という観点からすれば後世への影響はさほど強くない のと思われる。
さて、明治期において最もその業績を讃えられているのが、




























は、 『通釈』より遅 ること八年、一九一九年のことであった。同年に永井一孝氏の『校定枕草紙新釈』が、二年後の一九二一年に 『通釈』 に続く大著として知られる金子元臣氏の 『枕草子評釈』
 が刊行されている。両本が果たして『別記』に述









書における 『枕草子』 の区分の様相に焦点を当 たも っ
た。 『枕草子抄』や『春曙抄』といった註釈書が登場する以前、写本の時代には、 『枕草子』の章段区分はいかなる様相であったのだろうか。
章段区分問題に対し、写本の区分に立ち返った考証は意外






































































【表一】からも窺えるとおり、写本の区分は、明治期から今日に至るまでに確立した現行章段区分とは、明らかに異なる様相であったことが明らかとなった。特に題を持たない章段における区分の一致率は、最も高い伊達本でも七〇・五％、最も低い陽明本では半数に満たない四八・二％という結果が得られたのであ 。 『新編全集』の区分箇所と一致しなかった用例のうちのほとんどが、 『新編全集』では区分されている箇所が写本においては なく書き連ねられて るという例であった。一つ具体例を挙げる。 『新編全集』二四七段「たのもしき













いことや異なる箇所に区分を施していることから、現行 区分箇所で必ずしも章段を改めねばならない叙述ではないと考えられる。池田氏 分類に則っても、池田氏自身が『全講』において二四八段から二五三段までを 「随想
　
人生に関










隅の」と、続く二二段「生ひさき 、まめやかに」 二章段を取り上げたい。二一段は中宮定子 近侍の女房らの姿に焦点が当てられており、また帝や大納言伊周も登場す など、作者の宮仕え生活の一コマが華やかに記された段である。二二段は、作者による「宮仕え必須論」 「宮仕え擁護論」と従来評される通り、女性の宮 経験への肯定的な考えが述べられているのが特徴であ 。 『新編全集』がこれら 二つの章段として提示していることからも窺える通り、今日では異なる章段として扱われる二章段である。しかし、調査した写
本のうち、二二段の本文を持つ四本では、いずれも二二段の区分該当箇所は追い込み形式、すなわち区分が確認されなかったのである。能因本系統である学習院本にお ても同様である。一方、諸註釈書の区分は【表三】の如くであった。
かねてから節としての区分や注の挿入という形である程度























どの異本では別の一段を設けてあるが、たしかにこれまでとはうって変わった論説調で、著しく今までのペーソスを損なっている。しかし、前節の華やかな宮廷生活の回顧にひきつづい 、宮女の立場から大いに我田引水ぶりを発揮しているのもまたい にも清少納言らしく 古代の職業婦人論 しても傾聴すべきであろう。
また近年では萩谷朴氏が『解環』にて二一段と二二段の連
続した展開に触れているが、萩谷氏の章段区分は『全書』 『旧大系』といった諸註釈書に鑑みての設定であるため 諸本に則って二一段・二二段間を断ってしまっている。













話に至るまで、長きにわたる二一段の記述は聡明な中宮定子の姿が主として綴られてきた。しかし、引用箇所に見えるとおり、実のところ二一段の末尾において、話題は定子ではなく「御前に候ふ人々、上の女房」といった周囲の人々の様子へと移っている である。四角囲みを付した「めでたし」という賛美の語にも注目したい 「めでたし」という評は作品中に百回以上の使用が認められる頻出 語であり、作者自身の回想を記したと考えられる文においても五一回の使用が確認できる。そのほとんどが帝や中宮、またそ 親族といった特定の個人の言動や、その所持品等への賛美 言葉と て用いられている。それに対し、引 箇所におけ 「めでたし」の賛美は、 中宮や帝 ものではなく、 そ 周囲に多くの人々が伺候している様子に対して与えられているのであ 。作中
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二段を回想的章段と分類して ることは、そ 後 諸本の区分意識に影響をあたえる一因となっている可能性があ 。
この現状を踏まえ、 写本における区分の調査結果である 【表
四】を御覧いただきたい。二八一段と二八二段の間は、一類本本文を有する六本全てにおいて区分が見られないという結果であった。一方で、現在同一章段として収められている二つの体験談は、高松宮本を除く十本の写本において空白あるいは改行により区分されている。この結果から、従来別章として扱われてきた二八一段と二八二段の体験談① 、本来は何らかの繋がりを持つ一連の叙述 っ ではないか いう可能性が浮上する。
問題の二章段の繋がりを見出す鍵は、 体験談①に見える 「か































回しである。従来の見解では、 「おもてをふする」の対象すなわち面目をつぶ ものとは、 「春景色のす らしいこの家」あるいは「春」となっている。歌の「春のおもて













柳があり、それにまつわる を詠んだ」というだけの回想録であれば、 「あらぬものなめり」 「かかるもあり」という会話を書かずとも叙述として成立しえた筈であった。しかし今回の新たな解釈の試みによって、む ろこの会話 こそ 二八一段の叙述を引き継ぐ要素と、続く和歌 味わいを引き出すための鍵が隠されている可能性が浮かび上がった。 『枕草子抄』 『春曙抄』以来、長きにわたる『枕草子』研究史の中でも見過ごされてき 二八二段の体験談 、写本 章段区分の再検討を契機に、新たな一面を覗かせ のである。
おわりに
従来の『枕草子』研究が様々な手を尽くして究明を進めて






『春曙抄』＝北村季吟『枕草子春曙抄』 （延宝二年七月成立）『標註』＝佐々木弘綱『標註 紙読本』 （九曜文庫、明治二十四年
〔一八九一〕 ）








































































10）武藤元信『清少納言枕草紙別記』 （私家版、一九一九年）の四一～四五頁。 「清少納言枕草紙の結構は、題目を掲げたる段を骨髄とし、其他は附属の段とせり （中略）此草紙の骨髄は、歌よりいでたること、前述 如し。これが附属として、自己の経歴または見聞せ 事実、物に触れて感じたる事どもを、所々に挿めるも、指摘叙述を扶けんとてなり。蓋作者は題目につき かきつゞくる程に、ふと想出したる事あれば、さながらこれを記し あるひは類にふれてこれ 長じ、あるひは引いて を伸 更に一種の異采を放ちたり。 」とある。
（
11）なお、 『新釈』には「章段の分合は諸本まち〳〵で一定してゐないから、事柄の脈絡如何を考へて、或 甲の本 拠り或は乙本に基いて、之を定めた。 （凡例、一頁） 」 、 『評釈』には「章段の分合は、諸本一定せず。底本としたる春曙抄も乱雑なり。よ て内容の濁立、事実の脈絡を基礎として、これを諸本に勘へて、文断を定めたり。 （凡例、一頁） 」 の断りがある。
（








15）沼尻利通「 『清少納言枕草子抄』章段区分対照表」 （ 『物語文学論究』一三号、二〇一一年三月）
（
16）諸写本の分類や呼称は杉山重行氏の『三巻本枕草子本文集成』







18） 「陽明本」 「書陵部本」 「高松宮本」 「富岡本」 「天理本」 「 田本」の六本。
（
19）枕草子研究会編『枕草子大事典』 （勉誠出版、二〇〇一年。二六一頁）
（
20） 『精講』一一四頁。
（
21）便宜上、 「三月ばかり～とこそ見ゆれ」を体験談①、 「そのころ、また～さる事なり」を体験談②と称す。
（
22） 『解環』五巻、二 一頁。
（
23） 『全注釈』五巻 一九二頁。
（
24） 『集成』下巻、二三二～二三三頁。
（
25）注（
23）参照。
（
26）注（
24）参照。
（
27）片桐洋一校注『新日本古典文学大系
6　
後撰和歌集』 （岩波書
店、一九九〇年）
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【表一】 『枕草子』三巻本写本
　
章段区分対照表
全集
章段名
陽明
書陵
高松宮
富岡
天理
本田
弥富
刈谷
烏丸
伊達
鈴鹿
二四一
さかしきもの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四二
ただ過ぎに過ぐるもの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四三
ことに人に知られぬ
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四
文 ばなめき人こそ
○
○
○
○
○
〇
◎
◎
◎
◎
◎
二四五
いみじうきたな もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四六
せめておそろしきもの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四七
たのもしきもの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二四八
いみじう たてて婿取りたるに
△
○
×
○
○
〇
◎
◎
◎
◎
×
＊
ある人のいみじう
○
○
×
○
×
〇
×
×
×
×
×
＊
六月に 八講
○
○
△
○
○
〇
△
△
×
×
×
二四九
世の中 なほいと心憂きものは
×
×
×
×
×
×
×
×
×
△
×
二五〇
男こそ、なほいとありがたく
△
×
×
×
△
×
×
×
×
×
○
二五一
よろづの事よりも情 るこそ
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
二五二
人の上言ふを腹立つ人こそ
×
△
×
×
×
×
×
×
×
○
×
二五三
人の顔にとりわきてよし 見ゆる所は
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
×
二五四
古代の人の指貫着たるこそ
○
○
○
×
○
○
◎
◎
◎
◎
◎
二五
十月十余日 月いと明かき
△
○
×
×
×
×
◎
◎
◎
△
◎
二五六
成信の中将こそ
×
×
×
×
×
×
◎
◎
◎
◎
◎
二五七
大蔵卿ばかり耳とき人はなし
×
×
△
×
×
×
×
×
×
×
×
二五八
うれしきもの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
もの
二五九
御前にて人々とも、また物仰せらるるついでなどにも
◎
△
×
×
×
×
○
○
◎
△
◎
二六〇
関白殿、二月二十一日に、法興院の
◎
△
◎
◎
◎
◎
◎
◎
△
◎
○
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【表二】諸注釈書にみる「たのもしきもの」段以下の章段区分
全集
章段名
枕草子抄
春曙抄
通釈
新釈
評釈
全釈
岩波
全書
精講
三評釈
全講
校本・全注釈
旧大系
旧全集
角川
集成・解環
新大系
新全集
二四七
たのもしきもの
段
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
二四八
いみじう たてて
×
×
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
※
ある人のいみじう
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
※
六月に 八講
節
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
二四九
世の中 なほいと
×
合
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
／
◎
／
◎
◎
◎
◎
二五〇
男こそ、なほいと
節
合
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
／
◎
／
◎
◎
◎
◎
二五一
よろづの事よりも
×
合
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
／
◎
／
◎
◎
◎
◎
二五二
人の上言ふを
×
合
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
／
◎
／
◎
◎
◎
◎
二五三
人の顔に
×
合
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
／
◎
／
◎
◎
◎
◎
【表三】諸注釈書・校訂本にみる二一段・二 段章段区分
全集
章段名
枕草子抄
春曙抄
通釈
新釈
評釈
全釈
岩波
全書
精講
三評釈
全講
校本・全注釈
旧大系
旧全集
角川
集成・解環
新大系
新全集
二一
清涼殿
節
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
二
生ひ先
節
×
〇
×
〇
〇
○
◎
×
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
【表四】写本にみる二八一段・二八二段章段区分
全集
章段名
陽明
書陵部
高松宮
富岡
天理
本田
弥富
刈谷
烏丸
伊達
鈴鹿
二八一
陰陽師のもとなる小童べこそ
○
○
×
○
◎
○
◎
◎
◎
◎
◎
二八
三月ばかり物忌しにとて（体験談①）
×
×
×
△
×
×
△
◎
◎
◎
◎
（二八二）
そのころ、また同じ物忌しにとて（体験談②）
○
○
×
○
〇
○
◎
◎
◎
◎
◎
（もり・ゆいこ
　
洛南高校教諭）
